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１．コロナ禍の中での活動
・団体紹介：世田谷風景じゅく、

世田谷砂場クラブ
・活動実態

２．何を見て行動を決めていくべきか克服へのヒント
・リスクマネジメントの考え方
・リスクアセスメントの中で最も難しいこと
・リスクマネジメントのコロナ対策への適用

３．当イベント実行委員会が工夫したこと
（せたがや生涯現役ネットワークイベント実行委員会）

皆様への参考に 具体的対策事例の紹介

報告内容



世田谷風景じゅく 世田谷砂場クラブ

発 足 20０１年１０月 201８年6月

目 的 世田谷の原風景の記憶 ユニークな電車おもちゃ
の保存と継承 の普及

活 動 地域風景資産「ボロ市 キャロットタワーで定例会
が開催される大山道」 第2水曜 笑恵館にて
を核とした風景づくり 工作実演会・遊ぶ会
活動の実践 区内の公園砂場にて

電車おもちゃで遊ぶ会
せたがやボロ市・サギ草市・楽市楽座など
出店 シェア出店

第2日曜 岡さんのいえTOMOにて
鉄ちゃんクラブ 工作実演会・遊ぶ会

世田谷区の原風景「銚子電鉄」応援見学ツアー
乗車・車庫見学 電車おもちゃ商品化許諾契約

会員数 1０名 6名

団体の概要
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１．コロナ禍の中での活動
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世田谷区風景づくり条例第22条第1項

「風景づくり活動団体登録」 世田谷風景じゅく活動目的

世田谷区の地域風景資産に
選定された「せたがやボロ
市が開催される大山道」を
核とした風景づくり活動の
実践による「世田谷の原風
景の記憶」の保存と継承。
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2020年1月ボロ市
コラボ出店
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世田谷砂場クラブ 「新型コロナ禍前の日常活動」

電車おもちゃで遊ぶ会
笑恵館（砧、みんなの家）

羽根木公園

世田谷公園



活動実態

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2020年 2021年

「通常どお
り活動」

１月７日
緊急事態宣言再発令

緊急事態宣言
(4/7～5/25)

活動中止

東京都陽性者数
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活動中止
屋内開催を屋外開催へ
最大限の対策をして活動

半休止
状態

新型コロナ新規感染者数の推移に敏感に反応しながら、
「対策して活動」か「活動中止（＝絶対的対策）」の
判断に迫られた一年だった

１．コロナ禍の中での活動



新型コロナ対応

屋外開催

庭にテント
密閉回避

手指消毒
マスク着用
連絡先記帳

コロナ前

屋内で
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岡さんのいえTOMO*

*地域共生の家
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２．何を見て行動を決めていくべきか克服へのヒント

・リスクマネジメントの考え方
有害・危険な事柄ごとに その重篤度×起こる確率＝リスク
どれくらいのリスクか？と見積もる＝リスクアセスメント
リスクが基準値を超えて高い＝危険 → 対策が必要
対策後のリスク再評価 リスクが許容値OKになるまで対策
リスクを極力下げる → 安全・健康が保たれる

・リスクアセスメントの中で最も難しいこと
何が危険が、リスク項目の洗い出しに漏れがあると、
そもそも危険を認識せず対策せず→大惨事になることがある

・・・コロナで言えば大クラスター・医療崩壊

危ないと分かっていれば気を付けられるが、

・・・大流行で死者多数の悲劇（米国・ブラジル・スペイン）
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も
っ
と
な
い
か
と
考
え
て
漏
れ
を
無
く
す

・リスクマネジメントのコロナ対策への適用

シニアの地域活動団体にとって、新型コロナ感染症のリスク

リスクの洗い出し 重大性 確率 リスク 対 策 確率 リスク

①団体員が感染して重症化 大

②団体内でクラスターが起こり、 極大
重症者多数発生

③上記クラスター発生で社会的 中
バッシングを受ける

④クラスターが原因で医療崩壊を 極大
引き起こす

⑤団体メンバーに無症状感染者が 大
いて第三者を感染させる

⑥巣ごもりが長引き、別の疾患や 中
精神面の不調が起こる

⑦ワクチン接種で副反応 小

⑧

地
域
・
時
期
で
変
動
、
新
規
感
染
者
数
に
ほ
ぼ
比
例

地
域
・
時
期
で
変
動
、
新
規
感
染
者
数
に
ほ
ぼ
比
例

3
密
回
避
、
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
消
毒
な
ど
従
来
の
方
法

3
密
回
避
徹
底
：
活
動
完
全
停
止
、
活
動
の
リ
モ
ー
ト
化 Zoom活用

ワ
ク
チ
ン
接
種

本格克服へ
唯一の武器
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３．当イベント実行委員会が工夫したこと
（せたがや生涯現役ネットワークイベント実行委員会）

皆様の参考に 具体的対策事例の紹介

１．来場とオンライン参加のハイブリッド開催で企画
コロナ時代の地域活動を考えると題して、コロナに負けないよう

に克服しながら活動できないか、をテーマに企画を進めた。ホール
通常の定員200名の所をコロナ対応で100名。（来場者70名、出展社30名）

リモートワークの世の中になりつつある時、Zoomウェビナーで配
信、オンライン参加者の中には今回がZoom初体験という方もいるか
と思われ、そのこと自体が好ましいことである。

２．開催形態の判断基準（クライテリア）を前もって策定
コロナを克服するためのイベントがコロナで中止になってはいけ

ない。最悪は「事前収録した招待講演のみ配信」次に「完全リモー
ト」、「無観客」、「原案通り開催」の4通りの開催形態を設定し、
どれになっても参加団体が十分な準備ができるように判断基準（ク
ライテリア）に鑑みて、早めに開催形態決定通知を出した。



作成：2021年1月6日　改訂：2021年2月6日　生涯現役フェア実行委員会

※）開催形態は次の４つ。コロナに負けない地域活動 という趣旨から、「中止」することなく何らかの形で開催できるように工夫した。

A

B

C

D

1/8～2/73/7

 使用可

閉鎖中

解除

継続 　

決定通知：

 閉鎖中 B「無観客開催」

Yes

No

成城ホール

使用可か？

緊急事態 2月15日時点

この期間はA～Dに

共通の準備を進める    緊急事態

  解除か？

  リモート開催準備OK？

この期間でリモート

開催のリハーサル。

フェアの宣伝,参加

者募集活動を推進

C「リモート開催」は、成城ホールで対面するA

やBと比べ、上手くやる為の工夫が必要

来客を集めたイベントの開催に対

する世間の反応が、批判的な場合

はBになる。

成城ホール

使用可か？

 　使用可

2月8日

リモート開催 「限定的オンライン」招待講演・口頭発表・座談会をリモートで行う（団体紹介動画・舞台パフォーマンスは別途録画し、アップロード）

収録配信 「最小限のオンライン」招待講演の録画を当日配信（団体紹介動画・舞台パフォーマンスは別途録画し、アップロード）

1月7日 2月8日 2月16日 2月21日

生涯現役フェアの開催をどのようにするかの判断基準（開催クライテリア）

【判断基準（開催クライテリア）作成の目的】

緊急事態宣言の再発令（1月7日）当日に出展団体等へこの「判断基準」を通知し、開催12日前に「開催形態暫定通知」、5日前に

「最終決定通知」をすることで、時間的余裕をもって実行委員会・各団体が開催形態
※
に応じて準備できるようにする。

原案通り開催 「来場」＋「オンライン」

無観客開催 「オンライン」 成城ホールで無観客開催、団体紹介動画・舞台パフォーマンスも実施。ブース設営なし。配布予定チラシはHPにアップロード

緊
急
事
態
宣
言
の
再
発
令→

「
判
断
基
準
」
発
行

暫定通知：

A「原案通り開催」を

前提に準備願う。

暫定通知：

C「リモート開催」を

前提に準備願う。

最終通知：

A「原案通り開催」を決定。

（状況によってはB「無観

客開催」もあり得る）

A「原案通り開催」

B「無観客開催」

C「リモート開催」

D「収録配信」

最終通知：

C「リモート開催」を

決定。

最終通知：

D「収録配信」を決定。
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３．ホームページにチラシ、講演資料をアップロード
来場者への配布資料をホームページからダウンロードきる。ゴム

手袋で封筒へ入れる当初計画より感染リスクが下がった。
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４．ホール入口に注意書き
無観客ながら実行委員や

スタッフ・参加団体からの
入場者はあり、入場者全員
に対して、新型コロナ感染
症対策徹底を呼び掛け、
うっかり違反した人には注
意・指導する。

以下は特にユニーク：
・３密の回避をそれぞれ

具体的に記載
・2重マスクの着用
・マイクはビニール手袋

着用して握る
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５．収録会場のドアを専用スタッフが開閉する
ドアノブを大勢で触って、接触感染するリスクをさげ、収録時の

み閉鎖し、それ以外は開放することで、会場内の換気を促進する。
当初計画では、来場者が多数であると想定しドアボーイ2名でドア

を開閉し、不特定多数（来客・スタッフ）には触らせない方策を立
てていた。

６．防疫マットの設置
ホール入口に防疫マット（レンタル品）を置いて、靴裏の消毒を

することにより、感染リスクの低減を図った。

７．消毒班はフェースシールド装着
多数の人と接近対面するので、より防御性を高めた。

次頁は、当初計画（観客あり）におけるコロナ対策をまとめたもの。



生涯現役フェアにおけるコロナ対策（新規アイディアを太字で示す） rev.1

１．「3密」の回避

加盟団体の会員には、来場よりもオンライン参加を促す。（入会検討中の50代・60代に来場願う）

感染状況が最悪になっても「オンラインのみ」に変更して、開催中止とならないようにする。

人数制限厳守（ホール定員の50%＝100名、4階会議室も定員50%以下）

受付の行列部分の床に間隔確保マークを貼り付ける。（養生テープで仮止め）

ホール内の椅子の間隔を広めにとり、ブースは机２つの奥行で対面距離をとる。

「コロナ対策班」の腕章を付けたスタッフが会場を監視し、「うっかり密接密集」を注意して回る。

２．スタッフ・来客の入館時チェック（マスク・検温・消毒）

不織布マスク着用義務化（布・ウレタンマスクの人に無料配布）

検温担当者は腕章・マスク・フェースガード着用して検温し

同時に来客の手の平に消毒液を吹きかけて、漏れを無くす。

３．接触感染の回避

・配布資料の封筒入れは、消毒した手で行うか使い捨てゴム手袋を着けて行う。

・受付に積んだ封筒を来場者自身が持って行く。

（手渡さない、手渡す場合は手袋をする）

・ホールのドアは開放し、講演等で閉鎖時には両側にドアボーイ

2名を配置し、来客にドアを触らせないようにする。

・団体紹介動画撮影時や講演・座談会での共用ハンドマイクは、

使い捨てポリ手袋を着用し直に握らないようにする。

使い捨てポリエチレン手袋

（100枚入り110円）使い捨てゴム手袋

（10枚入り330円）

さらに
消毒し
たい人

フェース
ガード

腕章
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８．本フェアの実施そのものがリモートワークのスキルアップ
せたがや生涯現役ネットワークの加盟団体の中には、「せたがやすまほ研究会」
「パソコンクラブ優遊会」といったITリテラシー＊の高い人たちが活躍していて、
皆で協力して本イベントの実施に当たっています。ホームページからこのフェア
に登録された参加者の皆様のニーズも下図のように分析し、必要な情報を無観客
開催(新型コロナ感染リスク最小化)にてお届けしています。また、イベント企画・
実施活動を通じて関係者のリモートワークのスキル向上も期待されます。
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図1．参加動機(複数回答)

回
答
数

回答者数 102人

* ITリテラシー：コンピューターやインターネット、さらにそれらを利用して得られる情報を使いこなす
ための知識や能力
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ご清聴ありがとうございました。

コロナ時代の地域活動を考える生涯現役フェア


